
■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話
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凡
例

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
館
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。　

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
8
）。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
編
）

　「
声
の
広
報
」
を
作
成
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

　
市
の
広
報
を
録
音
す
る
な
ど
、
視

覚
障
害
を
持
つ
人
に
分
か
り
や
す
く

情
報
を
伝
え
る
音
声
訳
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
録
音
機
器
操
作
に
興
味

が
あ
る
人
も
ど
う
ぞ
。

■時 
　
月
　
日
峨
、　
日
峨
、　
月
6

10

16

23

11

日
峨
、　
日
峨
、　
月
4
日
峨
・
午

20

12

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
（
6
回
）。

30

30

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
（
先
着

順
）。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 

0
2
9
4
）。

「
高
次
脳
機
能
障
害
の

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
～
集
団
訓
練
に
つ
い
て
～
」

　
東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障
害

者
と
家
族
の
会
」
が
主
催
す
る
講
演

会
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

23

30

4
時
。

■場 
松
戸
市
健
康
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い

　
・
3
階
研
修
室
（
松
戸
市
）。

22■内 
旭
神
経
内
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
に
よ
る
講
演
と
実
技
。

噛
講
師
…
溝
渕
敬
子
氏
（
神
経
内
科

医
師
）、
平
山
淳
一
氏
（
言
語
聴
覚

士
）、
斯
波
純
子
氏
（
臨
床
心
理
士
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

80
■費 
無
料
。

■問 
綿
貫
吉
治
（
緯
0
4
―
7
1
7
4

―
3
9
9
8
・
胃
0
4
―
7
1
7
4

―
3
9
9
8
）。

3
5
5
）。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
。

■問 
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
4
3
―
2
4
5
―
9
4

2
0
）。

役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
応
募

書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な

ど
、「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
と
生
活
就
労
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇

用
保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り

ま
す
（
生
活
相
談
は
除
く
）。

■時 
　
月
　
日
画
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

26

前
　
時
～
　
時
　
分
、【
生
活
就
労

10

12

30

相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
年
齢
問
わ
ず
）】
6
人
。

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
経
済
政
策

班
（
緯
内
線
3
5
5
）
ま
で
。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
。

■問 
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
。

長
）。

■費 
無
料
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
・

内
科
医
局
秘
書
（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

平成２４年（２０１２）９月１５日号（４）

　
日
嘘
　
月
　
日
、　
月
1
日
の
土

17

11

24

12

曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

10

（
受
け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

45

■場 
臼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
渦

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
嘘
ふ
れ
あ
い

文
化
館
。

■内 
手
話
の
あ
い
さ
つ
、
名
前
、
趣
味
、

住
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

な
ど
。

噛
講
師
…
印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会
。

■対 
中
学
生
以
上
。

■定 
各
会
場
と
も
　
人
。

20

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

※
人
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日

の
申
し
込
み
可
能
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
9
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

心
の
整
理
術

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
相
談
～

　
発
達
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど

の
た
め
に
、
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
、
対
面
相
談
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
含
む
）

を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

　
時
　
分
。

11

30

家
庭
的
保
育
事
業
を
始
め
ま
す

　
近
年
、
市
で
は
保
育
園
へ
入
園
で

き
な
い
乳
幼
児
、
い
わ
ゆ
る
待
機
児

童
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
事

業
）
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
、

市
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
（
家
庭

的
保
育
者
）
が
、
そ
の
居
宅
な
ど
で

3
歳
未
満
の
小
人
数
の
乳
幼
児
を
家

庭
的
な
環
境
で
保
育
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
保
育
園
に
入
園
で
き
な

い
児
童
を
対
象
に
原
山
地
区
の
集
合

住
宅
で
、　
月
1
日
俄
か
ら
、
家
庭

10

的
保
育
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
保
育
園
の
入
園
申
し
込

み
を
行
っ
た
が
、
入
園
で
き
な
か
っ

た
ご
家
庭
に
対
し
て
、
ご
案
内
し
て

い
く
予
定
で
す
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2
1

～
2
2
3
）。

手
話
の
体
験
講
座

　
～
手
話
は
目
で
見
る
言
葉
～

■時 
臼
　
月
　
日
、　
日
渦
　
月
　
日
、

10

13

27

11

10

パート衛

福
祉

健
康

月
　
日
峨
・
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

13
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
希
望
者
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
印
西
市

経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内
線

3
5
5
）。

子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
求
人

情
報
収
集
か
ら
面
接
の
受
け
方
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
、「
就
職
ス
キ

ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と

生
活
就
労
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇
用

保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま

す
（
生
活
相
談
は
除
く
）。

■時 
　
月
　
日
峨
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

16

前
　
時
～
　
時
　
分
、【
生
活
就
労

10

12

30

相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
男
女
年
齢
問
わ
ず
）】

6
人
。

※
託
児
あ
り
（
　
人
ま
で
。
要
予

10

約
）。
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
（
緯
内
線

面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー
　
白
井

in

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
・
印
西
・
鎌

ケ
谷
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
連
続
で
開
催

し
ま
す
。

　
2
回
目
の
今
回
は
、
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
を
理
解
し
、
入
室
か
ら
退
室
ま

で
の
面
接
の
流
れ
を
実
践
練
習
し
ま

す
。「
面
接
初
心
者
」
に
お
す
す
め

で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談

「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
（
1
人
　
分
程

10

度
）」
や
求
人
情
報
一
覧
表
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
～
3
時

25

　
分
（
開
始
　
分
前
集
合
）。

30

10

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
白
井
駅
か

ら
徒
歩
3
分
）。

■対 
就
職
を
希
望
し
て
い
る
　
～
　
歳

15

39

ま
で
の
人
。

■定 
　
人
。

20
■他 
今
後
の
開
催
予
定
…
地
元
で
就
職

応
援
ツ
ア
ー
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）。　11

働
く

献血　献血にに
ご協力　　ご協力をを

　みなさんのあたたかい善
意を心からお待ちしています。

■時 ９月２６日我・午前10時～

11時45分、午後1時～4時。

■場 市役所1階ロビー。

　なお、安全な血液供給実施

のため献血条件などがありま

すので、問い合わせは下記ま

で。

■問 健康増進課総務班（中央保

健センター内・緯碓42 5595）、

千葉県赤十字血液センター推

進課（緯047―457―9927）。

歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
2
0

　
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
印
西
地
区

共
催
の
歯
科
保
健
推
進
イ
ベ
ン
ト

『
歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・
8
0
2

0
』
を
開
催
。
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
、
楽
し
み
な
が
ら
歯
の
健
康
に
つ

い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
参
加
者
に
は
歯
に
関
す
る
グ
ッ
ズ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

家
族
み
ん
な
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
い
ん
ザ
イ
君
が
登
場
。
写

真
も
撮
影
で
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

30

10

3
時
。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
3
階
）。

■費 
無
料
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

第
1
回
胸
や
け
・
つ
か
え
感
教
室

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
後
2
時
～
 3
時

10
　
分
。 

30■場 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

（
鎌
苅
）。

噛
講
師
…
岩
切
勝
彦
氏
（
日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
消
化
器
内
科
部

 防災行政無線の
無料テレホンサービス 

　防災行政無線から放送された内
容を確認するためのテレホンサー
ビス（フリーアクセス）が無料で聞
くことができます。放送内容が分
からなかったときや、もう一度聴
きたいときは、

緯0800―800―0864

をご利用ください。操作方法の説
明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホ
ンサービス（緯碓40 2900）を利用し
た場合、通話料は利用者負担とな
ります。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

　去る7月28日、印西市消防団第9分
団第4部（吉高）が「千葉県消防操法大
会」小型ポンプの部に印旛支部代表とし
て出場し、努力賞を獲得しました。
　当日は気温30℃ を超える猛暑。選手
のみなさんは積み重ねてきた訓練成果を
発揮し、躍動感のある操法演技を披露し
ました。応援していただいたみなさん、
ありがとうございました。

千葉県消防操法大会で入賞
印西市消防団第9分団第4部（吉高）

▲競技に臨む第9分団第4部の選手のみなさん


